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本来の性能の把握と表示に
取り組もう

ここ2年の間に、オーバーヘットドア、重量シャッタ

ー、軽量シャッターのJIS改正の委員長を務めてきた。主

たる改正点の1つに、建築基準法の変更に伴う風荷重に対

する対応があったからだ。これによると、現在1階の出入

り口は適用除外だが、他の外壁部分と同等の風荷重に耐

える場合が想定され、今よりも性能の高いシャッターを求

められる可能性がでてきている。今回のJIS改正では、で

きる限りの努力をするという方向で改正案をまとめたつも

りである。そのポイントの1つに、これまでカタログ等に

しか掲載されていなかった風圧力とスラットの長さのグラ

フを参考資料に掲載した点があげられる。これは、もとも

ときちんと計算していたものをJISという形で公開したに

すぎないが、本来の性能のわかりやすい表示という点で意

味があると考えている。一方風荷重の負圧への対応につい

ては課題が残ったため、現状で対応可能な範囲の記述に

とどめた。これらの議論を通して感じたことは、今後は技

術者として、正確に本来の性能を把握し、それを表示す

ることが求められる時代になってきたということだ。さら

に言うと、災害時の破壊性状まで踏み込んで安全性を検

討するような、一歩進んだ考え方も取り組むべきではない

かと思っている。例えば、台風時に大きな風荷重を受けた

場合、開閉機構が損なわれた後にどこまで壊れないかとい

ったことが、今後の設計で要求される可能性があると思わ

れる。こうした限界状態も含めた本来の性能を把握し表

示していくことが、より良い、より安全な設計につながる

と思っている。是非、業界としてもう1ランク上のことを

考えてほしい。

東京大学大学院
新領域創成科学研究科
環境学専攻　助教授

清家　剛 氏

新制度第1回立会試験が実施される
～連動機構・装置等自主評定～

4月10日、連動機構・装置等自主評定専門委員会の

メンバー立会のもと、第1回目となる型式申請機器の立

会試験がJSDA会議室において実施された。

当日は、会員2社から型式申請のあった自動閉鎖装置

と危害防止用連動中継器の5機器が、連動機構・装置

等自主評定委員会の定める構造基準に適合しているか

どうかを確認するため、申請書類の審査と共に、実際に

各種測定器を用いた試験が専門委員会のメンバー立会

のもとで実施された。

試験の結果、5機器とも適合と判定されたことから、

最終的に本委員会である自主評定委員会において承認

の手続きを経た上で、本委員会が評定したことの証明と

なる「自主評定マーク」の使用許可書が発行されること

になる。

申請書類審査及び立会試験については、今回と同様

に、連動機構・装

置等自主評定専門

委員会の開催にあ

わせて実施される

予定となってお

り、今後の開催日

程は9月1 1日、

11月6日、3月5

日となっている。

警視庁・江崎警部による記念講演会を
開催

5月24日、定時総会後の開催に合わせ「最近のシャッ

ター破り・ドア破りの手口について」というテーマの記念

講演会が行われた。講師には警視庁生活安全部の江崎徹

治警部をお招きし、専門的な立場からのお話しをいただ

いた。会場は協会の会員、プレス関係者等を併せ総勢

200名近くの盛況となった。講演はプロジェクターを使

い、過去5年間の主な侵入盗手口の実態や、戸建て住



宅・マンションへの侵入手口、さらには軽量シャッター

をバールでこじ開けて侵入する手口が増えているといった

犯罪状況について、グラフや現場写真をおりまぜ、丁寧

かつ分かりやすいもので大好評であった。

この講演会の企画は、昨年協会に設置された「シャッ

ター防犯対策研究会」が行い、当日は研究会のメンバー

が受付、会場整理、進行などすべてを受け持って進めら

れた。

定例記者会見が開催される

5月24日の定時総会及び理事会後、東京・明治記念館

において記者会見が開催され、日刊紙、業界専門紙・誌

など35社が出席した。会見には岩部会長、 山副会長、

大沼専務理事、後藤理事が出席し、今年度方針と事業計

画について説明した。

岩部会長は、冒頭の方針説明で「会員数が114社にま

で拡大したが、ドア関連メーカーは20社とシャッターと

ドアが両輪となってバランスをとれるまでに至っていない。

今年度はスチールドア関係の企業の入会をより促進してい

きたい」と、事業方針に加え協会運営についても言及し

た。続いて大沼専務理事より、配布した会見資料に基づ

き事業計画を説明した。また、後藤理事からは「犯罪が

凶悪化している今日の社会状況に対応するには、シャッタ

ーの防犯対策についても社会が要求するレベルまで性能を

高める検討が必要だ」と、昨今問題となっているシャッタ

ーの防犯対策について協会の対応を説明した。

その後、質疑応

答に入り、自主基

準化づくりに関する

質問等が相次ぎ、

当協会の取り組み

テーマへの関心の高

さがうかがわれた。
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建物の安全性を保つのは、
その後の運用管理

株式会社　日建設計　
取締役社長

三栖 邦博 氏

今日の技術によれば、阪神淡路大震災なみの大地震で

あっても、建物の機能がほぼ完全に維持され、外部から

の支援がなくとも数日間は業務活動ができる建物をつく

ることは可能である。火災に対しても、その被害を最小

限に限定し、安全な避難を確保し、業務活動の再開を短

期間にすることが可能である。

問題は、災害に対して安全に設計され施工された建物

が、その後も安全性が保たれるよう運用管理されている

かどうかである。特に不特定多数が利用する雑居ビルで

は階段に箱や飲み物のケースが置いてあったり、火災時

に閉まるべき防火戸の前に物が置いてあったり、何か起

きた時に安全に避難できるか不安になることがある。

話はそれるが、インドで邦人企業が入居するオフィス

の設計を依頼されたことがある。かの地では入居候補と

して持ち込まれる建物については、その入居予定のフロ

アだけでなく、全館の設計図を見て、さらに現地を見な

いと安心できないことが多い。高層ビルにもかかわらず、

サッシが木製であったり、避難階段がわかりにくかった

り、階段が途中で無くなっていたりすることがあるからで

ある。

日本ではここまでのことはないが、新宿の雑居ビルの

悲惨な火災を見れば他人事ではない。｢君子危うきに近寄

らず｣ではすまされない。自己責任が問われる時代、その

前提はビルの安全性が維持されているかどうかの情報開

示が強く求められるところである。

江崎講師
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当協会の平成14年度事業計画は、注目を浴びてい

るエレベーター前防火区画の大臣認定取得による自

主運用の実施や、都内雑居ビルの火災発生後さらに

必要性の高まる防火シャッター・防火ドアの保守点

検の普及、また防犯対策など新たな対応が求められ

るシャッターのあり方等々、時代や社会変化の中で、

従来にない緊急性を帯びたテーマが目白押しとなっ

ています。

既に会員の皆様には、5月24日の定時総会後「平

成14年度事業計画」としてその内容はお届けしてお

りますが、本会報の特集では、会長の方針（骨子）

と共に委員会・部会の委員長、部会長から、特に重

点的な事業計画に関し、その方針と推進方策をイン

タビューによりまとめました。

特集

平成１４年度事業計画

会　長 岩部　金吾 ［文化シヤッター（株）会長］

副会長 山　俊隆 ［三和シヤッター工業（株）社長］

専務理事 大沼　喜明 ［（社）日本シヤッター・ドア協会］

理　事 藤田　和育 ［東洋シヤッター（株）社長］

理　事 後藤　忠義 ［（株）日本シャッター製作所 社長］

理　事 小俣　　茂 ［小俣シャッター工業（株）会長］

理　事 川村　雄蔵 ［日本文明シャッター（株）社長］

理　事 佐々木知也 ［東工シャッター（株）社長］

理　事 神村　鉄雄 ［神村シャッター（株）社長］

理　事 岡　　陽一 ［東鋼シヤッター（株）社長］

理　事 西村伸一郎 ［トステム鈴木シャッター（株）社長］

理　事 梶山　博俊 ［大和シヤッター（株）社長］

理　事 黒川　利之 ［（社)日本火災報知機工業会 専務理事）

理　事 東田　誠之 ［田中サッシュ工業(株) 社長］

理　事 森田豊二郎 ［ダイワ（株）社長］

理　事 吉田　倬郎 ［工学院大学工学部教授］

監　事 佐土原健一 ［金剛産業（株）社長］

監　事 後藤　隆弘 ［（株）日本建築センター 常勤監査役］

平成14年度　役　員

黒川　利之 東田　誠之 森田豊二郎 吉田　倬郎 佐土原健一 後藤　隆弘

岡　　陽一 西村伸一郎 梶山　博俊

川村　雄蔵 佐々木知也 神村　鉄雄

藤田　和育 後藤　忠義 小俣　　茂

岩部　金吾 山　俊隆 大沼　喜明
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平成14年度総会において役員が選任され、理事会に

おいて会長、副会長、専務理事が互選されました。そ

の結果、今年度再び会長職を務めることになりました

ので、皆様の御支援御協力のほど、よろしくお願い申

しあげます。

昨年は、9月11日の米国のテロ事件を始め、国内では

新宿歌舞伎町の雑居ビル火災や、鍵のピッキング被害、

さらにシャッターに関しても関西を中心にピッキングや

こじ開け事件が発生し、警察庁から当協会に対策を求め

られるなど、治安、防災に真剣に取り組まなければなら

ない事件が相次いで起こりました。正に当協会が取り組

むべきテーマが問題提起され、その使命はますます強く

なったと痛感しております。

本日は当協会の年に一度の総会ですが、昨年度総会で

は、協会会員数は86社でした。その際お話しした目標の

ひとつは会員数が100社を超えることでしたが、昨年9

月にその目標は突破し、お陰様で、今年度総会では114

社になりました。ただし、当協会が（社）日本シヤッター・

ドア協会というには、シャッターとドアが両輪となって

バランスをとっていかなければなりませんが、ドア関係

の企業は未だ20社と少なく、まだまだ会員の増強を図っ

ていかなければならないと考えています。

さて、今年度の方針としては、大きくは3点を掲げた

い考えます。

第一点は、防火シャッター・防火ドアのメンテナンス

の促進です。

昨年の新宿・雑居ビル火災の発生原因でも明らかなよ

うに、防火シャッター・防火ドアを正しく安全に機能さ

せるためには、点検業務や維持管理が不可欠ということ

です。当協会としては、新宿の火災以降、国土交通省に

保守点検の必要性と推進を訴え、今年4月には、建築物

の定期報告制度としての運用強化など、具体的な提案も

行っております。

第2点目は、取引の適正化です。

建設業界の構造不況を受けて受注競争が激化していま

すが、その中で指し値発注や建設廃棄物処理費用の一方

的な控除など、われわれ専門工事業者へのしわ寄せが

益々大きくなっています。この問題は、会員各社共通の

悩みであり、景気の悪化と重なって、企業の存亡にも関

わる深刻な問題でもありますので、是非とも解決しなけ

ればなりません。昨年には、建設関連42団体が加盟する

「建設産業専門団体協議会」にも加入しましたが、同協

議会では取引正常化を全国共通の問題として国土交通省

に訴えも行っています。当然、我々サイドでも適切な契

約や取引を促進するための教育等が必要であり、協会と

して実施する計画になっています。

第3番目に、自主基準化の推進です。

建築基準法の改正に伴う性能規定化により、今後、協

会の自主基準化が増える方向になると思いますが、既に、

この4月1日から「連動機構・装置等の自主評定制度」

の運用がスタートしました。また、注目されている「エ

レベータ昇降路の防火区画」に関しては、当協会と（社）

日本サッシ協会が共同で大臣認定を取得した後、今年6

月以降は、両協会で具体的な運用業務が始まります。さ

らに、「耐火クロススクリーン」については、当協会で自

主管理基準をつくり、製品の基準適合を審査し、自主評

定品として運用していく計画になっています。

これまでは行政主導型であり、今後は民間指導で公

益法人が自主管理するという方向ですが、協会の役割

の大きさと共に自己責任がますます強く求められる時代

であると認識しています。

今年度、業界を取り巻く環境は依然厳しいものがあり

ます。しかし、ストック市場への展開や防災、防犯とい

った社会問題への対応、さらには建築基準法の改正に併

せての製品提案など、視点を変えることによって新たな

市場創造は可能です。今年度も、会員相互の情報交換を

密にして、新しい時代のビジネスチャンスを見出してい

きましょう。

あいさつ：新年度事業方針

「自主管理」そして「自己責任」の時代

会長　岩部金吾
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会員が一堂に会し
『平成14年度 総会懇親パーティー』
開催される

5月24日午後、平成14年度定時総会、理事会が東

京・明治記念館で行われ、この後、記者会見、記念講演

会（ともにニュース欄参照）を挟んで、夕刻より総会懇

親パーティーが同記念館＜蓬莱の間＞で開催された。

懇親会は、岩部会長のあいさつを皮切りに、今年度副

会長に就任した 山・三和シヤッター工業社長があいさ

つし、この中で、この度藍綬褒章を受章（別掲）された

喜びとお礼の言葉を述べた。

来賓には、参議院議員の松谷蒼一郎氏、衆議院議員・

前国土交通大臣政務官の田中和徳氏、国土交通省住宅局

建築指導課長　菊田利春氏、（株）日本建築センター社

長、澤田光英氏らが出席され、各々にごあいさつをいただ

いた。

定時総会の懇親会では、例年、表彰が行われているが、

今年度は、国土交通大臣顕彰者として2名、協会会長表

彰として5名の方が表彰された。（表彰された方々を別掲）

乾杯の後、歓談に入ったが、会員数の増加により出席

者は昨年の2倍以上の約220名となり、会場には談笑の

輪が一気に広がった。

第一種、第二種、準会員、賛助会員が一堂に集う機会

とあって、“業界”の懇親とは違ったビジネス交流の場に

もなった模様だ。

開始からおよそ2時間後の午後8時に、後藤理事により

中締めの挨拶が行われ、その後三々五々お開きとなった。

三和シヤッター工業の 山社長が
藍綬褒章を受章

2002年春の褒章で、三和

シヤッター工業（株）の 山俊

隆社長が、シャッター業界の発

展に尽力した功労により藍綬褒

章を受章された。5月14日、

国土交通省の大会議室で褒章伝

達式が行われ、住宅建築関係の

代表として 山社長が、扇千景国土交

通大臣から伝達を受けた。

5月24日、定時総会後の懇親会において、 山社

長から褒章受章の報告を兼ねたお礼の言葉が、副会長

就任のあいさつの際に述べられた。

2002年 春　
黄綬褒章を受章

日本文明シャッター（株）
社長　川村　雄蔵氏

■平成14年度優秀施工者国土交通大臣顕彰者表彰
トステム鈴木シャッター（株） 小渡　一夫氏

ナブコシステム（株） 島　　　功氏

■平成14年度日本シヤッター・ドア協会委員会
委員表彰
小俣シャッター工業（株） 古川　憲三氏

三和シヤッター工業（株） 三宅　一馬氏

東工シャッター（株） 中村　正彰氏

三和シヤッター工業（株） 上野　耕平氏

トステム鈴木シャッター（株） 小林　利明氏 中村　正彰氏 上野　耕平氏 小林　利明氏

小渡　一夫氏 島　　功 氏 古川　憲三氏 三宅　一馬氏

大臣顕彰の島氏

歓談の輪が広がる

平成14年度表彰

特集：平成14年度事業計画
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○基準委員会の今年度の方針をお聞かせください。

小俣 基準委員会は、平成12年7月に設立され、約2年
となります。発足の目的は、建築基準法の性能規定化

に伴ない、業界における基準の作成、基準に沿った製

品の品質と性能の適合性を自己責任、自主管理として

運用していくものであり、結果として、ユーザーの満

足と信頼を得ようとすることです。さらには、ユーザ

ーニーズを創造し、基準はデファクトスタンダードと

なることを目指すものです。

今年度の方針も、基本的にはこのことを念頭にお

き、 山前委員長の方針を踏襲していきたいと考えて

います。

○具体的な推進テーマはどのようなものですか？

小俣 今年度の推進テーマは、大きく分けて次の3つです。

1.建築基準法の性能規定化への対応

2.技術に係る調査研究、基準策定の推進

3.検査点検・保守点検等維持管理業務の推進

具体的には、

1.建築基準法の性能規定化への対応
（1）連動機構・装置等の自主評定の推進

基準法の改正でＢＣＪの評定制度が廃止されたこ

とにより，これに代わる自主評定制度の運用が活動

内容です。前年度に当協会と（社）日本火災報知機

工業会，日本防排煙工業会の3団体が共同して「連

動機構・装置等自主評定委員会」を設置し、新制度

化を決めました。今年度からは、その実務的な運用

を開始します。同評定委員会は、規定に則り開催し，

各社からの申請について評定を行うと共に、必要に

よっては評定基準の見直し等も図ってまいります。

（2）エレベーター前の防火区画構造方法の大臣認定に

係る自主管理の実施

エレベーター前に防火設備が必要となったことを

受け、遮煙性能を有する防火ドアと防煙シャッター

で区画した空間の大臣認定を、当協会と（社）日本

サッシ協会で今年5月末に取得しました。

今年度は当協会として大臣認定の仕様に基づき製

品の性能・品質を担保するため自主管理制度を具体

化し、その運用方法を早急に検討します。

また、今年度は、エレベーター前に限らず一般の

防火ドアについても自主基準化を目指し、EV前防火

設備委員会準備WGを発展的に解消し、ＴＣ－12

を組織する計画です。

2.技術に係る調査研究、基準策定の推進

（1）クロススクリーンの技術基準と自主管理機構の創設

前年度まで耐火クロス製防火・防煙スクリーンの

技術基準、施工基準、点検基準の作成を完了しまし

た。ただし、同スクリーンが試験体サイズを超えた

サイズで性能を有することの大臣認定が決定に至ら

ず、今年度はこの課題を解決し，大臣認定を早急に

取得することと、これに関する自主評定制度の確立

と運用を開始させたいと考えています。

（2）住宅用窓シャッターの技術基準策定の推進

前年度に（社）日本サッシ協会との調整も完了し、

窓シャッター技術基準案が完成しました。よって、

今年度は技術基準の施行と周知及び（社）日本サッ

シ協会との共同作業により、両協会で運用方法の手

続きについて協議していきます。

3.検査点検・保守点検等維持管理業務の推進

（1）防火シャッター検査員および防火シャッター保守

点検専門技術者の一層の増強を図るべく、認定講習

会を引き続き実施します。また、併せて防火ドアの

点検資格者の認定も検討します。

（2）特に防火設備の安全を担保する保守・点検事業の

普及は、公益法人としての社会的使命でもあり、昨

年の雑居ビル火災等の教訓を踏まえ、広く防災対策

として取り組んでまいりたいと考えております。

以上のとおりですが、性能規定化のもとで、業界と

して品質、安全基準の策定が求められるなか、協会の

重要なテーマを取り扱う委員会として、迅速かつ効率

的に基準づくりを進めてまいりたいと存じます。

基準委員会

「迅速かつ効率的な
基準づくりを目指す」

基準委員長　小俣　茂
（小俣シャッター工業（株）会長）
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○この度、運営委員長に就任されましたが、抱負も

含め今年度の方針についてお聞かせ下さい。

小畑 エレベーター前の防火区画・防火設備の問題、

ドアやシャッターの防犯性強化等、協会の対応や取り

組みが注目されているだけに、節目となる大事な時期

に就任したと思っています。ただし、これまでも運営

委員として活動してきましたので、理事会決定事項の

執行を通じて、協会の事業運営をいかに円滑に行なっ

ていくかを基本に、日常の活動を通じて当協会が広く

認知されるよう関係官公庁、関係団体への働きかけを

行ってまいります。また、協会の会員拡大の推進な

ど、協会全体の活動を推進するために各委員会調整な

ど、今年度も更に、きめ細かく積極的に進めてまいり

たいと考えています。

○新たに副委員長制を設け、組織的にも強化を図っ

ておられますが

小畑 情報提供のスピードアップや各委員会との横の連

絡を密にするために、本年度から委員長と副委員長を

置き、また加えて、組織の強化として運営委員会の下

部組織である7つの常設委員会の各担当委員を置くこ

とにしました。これからはやはり情報の共有化が大事

です。そうした組織強化によって綿密な連絡・報告・

相談が行われ、協会事業がスピードアップすると考え

ています。

当委員会のメンバーは、パワフルかつバイタリティ

ーにあふれた方が多いので、実行力を活かし、基準委

員会や企画委員会など他の委員会との連携を更に強め

ていきたいと思っています。

ただし、現在の運営委員会のメンバーは、シャッタ

ーメーカーが中心となっていますので、今年度からは

ドアメーカーの方にご参画いただき、メンバー構成も6

名から８名にする予定にしています。

○運営委員会の今年度の推進項目、重点課題等はど

のようなものですか。

小畑 基本的には、協会の事業計画に添って具体化して

行くわけですが、大きなテーマとしては、

1.事業運営の方策検討と調整及び推進。

2.部会幹事会を主催、部会間の調整。

3.委員会・ＷＧ等での業務、方策検討及び指示。

という3点があります。

それぞれ具体的に項目をあげますと、

1.については（1）会員増強促進協力。（2）基準化製

品のインフラ整備と営業ＰＲの推進。（3）検査・点検

の事業運営と周知の推進。（4）契約適正化の推進。

2. については、（1）シャッター部会業務計画推進と

の連携と調整。（2）ドア部会業務計画推進との連携

と調整。

3.としては、（1）生産数量集計の方策。（ドアを新設）

（2）建築工事の標準書式の検討と実施。（3）危害防

止装置等の整備普及方策。（4）クロススクリーン等の

普及運用の方策。（5）窓シャッターの基準化周知の推

進。（6）防火区画の遮煙ドア運用の方策。

等があり、ほぼ協会の全業務と連係します。

ただ、こうしたした中でも、エレベーター前防火区

画の大臣認定取得に関する協会事業や、今回の協会総

会後の講演会にもありました「シャッター・ドアの防

犯対策」、さらには新宿のビル火災の教訓を生かしての

点検・維持管理の強化など火急のテーマも多く、協会

としての役割と自己責任の大きさを認識し、気を引き

締めて取り組んでまいりたいと存じます。

運営委員会

「協会事業のスピードアップ」

運営委員長　小畑　時彦
（三和シヤッター工業（株）専務取締役）

特集：平成14年度事業計画
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○最初に、協会理事のお立場として抱負などお聞か

せください。

森田 新しい組織に衣替えして1年半が経ち、協会を挙

げて努力した結果、会員数も大幅に増加しました。

現在、防火設備の保守点検に関する義務づけ、防

火ドアの自主基準化など今日的な課題への対応と責務

を考えるとき、未加入業者への入会促進は当然です

が、新たに加入した会員の方々の協会活動への御評

価、意識を絶えず考え、応えて行くことも重要だろう

と思います。

また、今ひとつ大切なことは、会員の親睦と融和

です。

協会もひとつの組織ですから、組織としての力を

発揮するには会員相互の融和や友情が土台として不

可欠です。分科会や支部等の活動を通して、そうい

うものが醸成できればと考えています。取り越し苦

労かも知れませんが、期待を抱いて入会した皆様が、

万一、協会の活動に失望すると退会者の続出もあり

得るわけです。協会も第二段階に入ったという観点

から会員に対して何をすべきか、考えていきたいと

思います。

○シャッター部会としての今年度の運営方針はどう

いうものですか。

森田 シャッター部会では、昨年9月、最初に皆さんの

総意を汲む意味でアンケートを実施しました。会員の

皆様方からは大変貴重なご意見を頂きましたので、当

面は、この中から具体化できることを選定し重点課題

として取り組んでまいります。

具体的には、

（1）シャッターの防犯機能に関する共同研究と、対策

基準の策定。

（2）シートシャッターの性能基準の策定と、普及活動

の推進。

（3）販売価格の適正化と、取引慣行の改善。

（4）軽量シャッターの電動化等、商品の付加価値を高

める方策の研究。

（5）顧客に対する共同ＰＲ。

を掲げています。

○既に検討が進んでいるものもあるようですね。

森田 シャッターの防犯機能に関するテーマについては、

緊急の課題であり、たまたま大阪府東警察署からの要

請もありましたので、運営委員会に諮り、今年1月に

は早速「防犯対策研究会」がスタートしました。既に

何度か研究会を開き、また、先の協会の定時総会の折

りにも警視庁から講師をお招きして講演会を実施した

り、錠のメーカーさんとの共同研究も急いでいます。

また、高速シートシャッターも新しい分野のシャッ

ターとして、小松幹事（シートシャッター分科会長）

の御尽力により会議がスタートしています。

○その他、今年度とくに重点課題となるものは何

ですか。

森田 やはり、会員の皆様から強いご要望のある「販売

価格の適正化」です。市場の冷え込みで過当競争が進

んでいますので深刻です。フェアな取引慣行を確立す

ることが我々の責務であると思っております。具体的

には、現在計画している「契約適正化講習会」（仮称）

等、あらゆる機会を通じて改善を図っていかなければ

ならないと考えています。

シヤッター部会

「シャッターの防犯研究と
高付加価値化を推進」

シャッター部会
部会長　森田 豊二郎
（ダイワ（株）社長）
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○今年度の運営方針を聞かせてください。

東田 基本テーマとして、（1）業界の健全な発展を

目指すため「健全な受注取引」の普及、改善の促

進、（2）技術向上のため「防火ドア技術基準」の設

定、（3）会員企業のメリットを図るための情報交換

と情報共有化の促進の3つがあります。

○具体的にはどのような推進項目となりますか。

東田 （1）については、基本契約書と契約条件につ

いて検討していきます。例えば納期遅延のペナルテ

ィがありますが、遅延の原因はどちら（発注者／受

注者）にあったのか、そもそも納期とは何を指すの

か等々、細かく洗い直しをしたいと考えています。

（2）に関しては、ドア分科会等でテーマアップを行

い、専門的な検討は協会の技術委員会にお願いして

います。エレベーターまわりの防火ドア・防煙ドア

の技術基準もそのひとつです。

（3）については、全国にＳＤ業者さんがいますが、

情報が少なく、市場で価格が上がっているのか下が

っているのかも分からないのが現状です。しかし、

仕事量が減っていますので、指し値でも無理して受

注してしまう。情報がないために、無理をして結果

として倒産してしまうことが実は大変多い。今こそ

情報交換と情報共有化が不可欠な状況にあると思っ

ています。

○その他、今年度の重点課題は何でしょうか。

東田 やはり、新宿の火災もありましたが、防火ドア

の機能を発揮させるための維持点検・管理は大きな

テーマです。「防火シャッター保守点検専門技術者

認定」と同等の防火ドアの認定資格者が必要で、今

後は別途、認定講習が実施される方向になると思い

ます。ストック市場の開拓という観点からも、重要

視しています。

同様に、防犯については「シャッター防犯対策研

究会」がありますが、ドアに関する検討も行う必要

があります。当初、その研究会に合流する案もあり

ましたが、シャッターは大阪府東警察署からの具体

的な要望に応えるということもありましたので、当

面はオブザーバーとして参加し、いずれ別途検討す

ることを計画しています。

○市場把握ということから、ドアの統計基準づく

りも進めていると聞いていますが。

東田 ドア分科会等で検討しています。集計単位をど

うするかということから決めなくてはなりませんが、

見る角度によって何が適切か難しい面もあり、検討

中です。また、ドアの扱い量として現在の会員でど

の位の割合になるか分かりませんが、ある程度の傾

向はみられると思います。そこからスタートする以

外にはないと思っています。

ドア部会

「取引の適正化と防火ドアの
技術基準づくりへ」

ドア部会　部会長　東田　誠之
（田中サッシュ工業（株）社長）

■ドア分科会会議風景

特集：平成14年度事業計画
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評定委員会 

基準委員会 

  防火シャッター保守点検専門技術者認定委員会 

   講習委員会 

  耐火クロススクリーン自主管理委員会（仮称） 

  連動機構・装置等自主評定委員会 ※（社）日本火災報知機工業会と合同 

 基準化推進協議会 

  管理・調整委員会 

  耐風圧計算基準検討委員会（WG） 

  耐火クロススクリーン技術基準策定委員会（TC-1）  

  連動機構・装置等自主評定専門委員会（TC-2） 

  危害防止装置基準策定委員会（TC-4） 

  窓シャッター基準検討委員会（TC-11） 

  防火・防煙ドア技術基準策定委員会（仮称）（TC-12） 

  防排煙連動機構合同運営委員会 ※（社）日本火災報知機工業会と合同 

  シャッター防犯対策研究会 

運営委員会    部会幹事連絡会 

  業務委員会 

  技術委員会 

  工事委員会 

  メンテナンス委員会 

  品質委員会 

  ＯＨＤ委員会 

  人事労務委員会 

企画委員会     　　企画担当委員 

 シャッター部会 　　幹事会 

 

  東日本支部 

  西日本支部 

 ドア部会 　　幹事会 

 

  東日本支部 

  西日本支部 

  賛助会員懇和会 

総
　
　
会 

理

事

会

 

常
任
理
事
会 

事

務

局

 

広
報
委
員
会 

軽量シャッター分科会 

高速シートシャッター分科会 

耐火クロススクリーン分科会 

共同事業推進分科会 

ドア分科会 

自動ドア分科会 

ドア金物製品分科会 

ステンレス製品分科会 

 

※防火シャッター検査員を含む 
（委員長： 
  菅原東京大学教授） 

（委員長： 
  明野芝浦工業大学名誉教授） 

（議長：茂木） 

（委員長：石川） 

（委員長：進藤） 

（チーフ：田中） 

（委員長：流） 

（主査：上野） 

（委員長：田中） 

（委員長：吉田） 

（委員長：高倉） 

（委員長：田中） 

（委員長：三宅） 

（委員長：山名） 

（委員長：八木） 

（委員長：大岡） 

（委員長：清水） 

（委員長：橘高（社）日本火災報知機工業会  
　　　  業務委員長） 

（主査：須賀） 

（部会長：森田） 
（分科会会長：森田） 

（分科会会長：小松） 

（分科会会長：東田） 

（部会長：東田） 
（
委
員
長:

長
嶋
） 

認定･自主管理事業の管理･推進（担当理事・小俣、委員長・同） 

事業運営の調整・推進（担当理事：後藤、委員長：小畑） 

新規事業の運営・企画、組織の拡充・推進（担当理事：藤田、委員長：同） 

平成14年度　運営組織体制
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これまでの経緯
建築基準法第38条の削除に伴い、平成14年5月31日

をもって建設省告示1111号が失効し、これまで例示仕

様の防火戸と同様の遮煙性能があると認められていたエ

レベータの扉は、その性能が認められなくなりました。

そのため、平成14年6月1日着工分からは、エレベー

タの昇降路を遮煙性能を有する防火設備で区画しなけれ

ばならなくなりました。特に、乗場戸前の空間を含んだ防

火設備を設置する場合、遮煙性能については、国土交通

大臣の認定を取得することが必要となります。

こうした建築基準法の改正を踏まえて、当協会では

「エレベータ前防火設備委員会」を設置し、（社）日本サ

ッシ協会と合同で、大臣認定取得に向けた取り組みをス

タートさせました。

大臣認定の取得に先立ち、2月15日に千葉県野田市に

ある「トステム商品総合試験場」において、国土交通省、

指定性能評価機関他の関係者立会のもと、3種類の開き戸

を用いた遮煙性能試験を実施。3体とも合格という結果の

もと、国土交通大臣認定の申請が行われました。

大臣認定取得後の運用、技術基準につ
いて
平成14年5月31日付けで、当協会と（社）日本サッ

シ協会が合同で、鋼製シャッター、鋼製開き戸に関し、遮

煙性能を有した防火設備として大臣認定を取得しました。

認定番号は「CAS-0002」、名称は「鋼製シャッター・

鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）」、

対象条文は「建築基準法施行令第112条14項第二号」

です。

大臣認定の取得を受けて、両協会では6月1日付で、都

道府県建築主務部長、特定行政庁、指定確認検査機関あ

てにその報告を行い、プレス関係者にもリリース資料を配

付しました。また、当協会のホームページには、認定書を

はじめ、防火設備の空間構成例、鋼製開き戸部の寸法や

構成材料など、大臣認定に関する情報を掲載しています。

今後、当協会では大臣認定を取得した防火設備を具体

的に運用するための要領を、当協会「管理・調整委員会」

のメンバーが、サッシ協会と合同の「遮煙性能防火戸プ

ロジェクト委員会」に参画して作業を進めていきます。ま

た、同防火設備の仕様に関する技術基準を策定する「防

火・防煙ドア技術基準策定委員会（仮称）」を新設し、一

般の防火ドアを含めた技術基準づくりに取り組んでいく予

定です。

■空間パターン図の代表例

「エレベータ前防火区画に用いる防火設備」
国土交通大臣認定を取得

＜設置場所＞
非常時に空間（乗場
戸から1m程度）を
形成する場合

＜設置場所＞
乗降ロビーを設け
る場合（エレベー
ター対面2、防火設
備片側）

SS：鋼製シャッター
SD：鋼製開き戸
区画に面する壁、床
：準耐火構造
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重量 

軽量 

グリル 
OHD
電動化率 

（出荷量） 
（㎡） 

電動化率（％） 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 Ｈ14.1月 2月 3月 4月 5月 

■種類別出荷生産推移

■過去1年間推移

■出荷数量年度推移（4月～翌年3月） （㎡）

（㎡）

6月 7月 8月 9月 01 月 11 月 21 月 Ｈ 1.41 月 2月 3月 4月 5月

量重 982,88 194,29 547,39 205,09 728,301 611,39 637,58 590,77 383,19 708,89 589,201 410,301

比年前 3.34- 1.82- 4.74- 0.44- 7.04- 1.52- 4.51- 4.1 4.8 7.41 8.8 5.71

量軽 164,392 046,103 641,772 798,562 925,613 784,713 757,672 097,102 901,522 479,552 553,492 250,282

比年前 0.9- 6.2 4.6- 7.11- 9.0- 7.3- 4.31- 9.1 1.0 8.6- 1.0- 0.8-

率化動電 4.32 6.32 8.22 0.32 7.12 6.22 2.32 2.22 9.22 3.12 9.12 0.22

ルリグ 642,8 545,8 559,7 489,7 201,01 594,9 796,9 787,7 184,9 116,8 729,7 475,8

比年前 6.21- 7.7- 5.72- 2.53- 2.6- 9.4- 1.5- 5.3 9.81 5.61- 1.3- 7.31

ＤＨＯ 426,92 091,93 827,42 837,32 391,23 802,92 603,42 328,02 177,32 079,32 657,91 648,81

比年前 1.7- 0.55 1.03- 6.63- 0.3 8.41- 9.61- 0.6- 3.7- 9.3- 6.5 7.12-

計合 026,914 668,144 475,304 121,883 156,264 603,944 694,693 594,703 447,943 263,783 320,524 684,214

比年前 2.91- 3.3- 5.22- 3.42- 8.31- 8.9- 9.31- 2.1 1.2 2.2- 1.2 2.3-

Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ 01 Ｈ 11 Ｈ 21 Ｈ 31

量重 123,647,1 872,769,1 342,100,2 939,639,1 725,676,1 602,425,1 798,707,1 011,737,1 953,577,1 018,475,1 087,682,1 238,294,1 803,790,1

比年前 2.41 7.21 7.1 2.3- 4.31- 1.9- 1.21 7.1 2.2 3.11- 3.81- 0.61 5.62-

量軽 803,814,5 912,536,5 569,910,6 360,882,5 133,348,4 586,776,4 876,445,4 021,037,4 575,591,4 980,698,3 024,237,3 851,784,3 790,333,3

比年前 4.1 0.4 8.6 2.21- 4.8- 4.3- 8.2- 1.4 3.11- 1.7- 2.4- 6.6- 4.4-

ルリグ 602,151 491,261 795,741 891,431 418,811 106,301 447,801 150,411 020,111 754,301 240,801 447,411 526,301

比年前 5.81 3.7 0.9- 1.9- 5.11- 8.21- 0.5 9.4 7.2- 8.6- 4.4 2.6 7.9-

ＤＨＯ 288,334 784,574 725,284 936,264 393,034 568,383 834,714 464,464 185,534 952,863 349,823 759,343 613,413

比年前 4.01 6.9 5.1 1.4- 0.7- 8.01- 7.8 3.11 2.6- 5.51- 7.01- 6.4 6.8-

計合 717,947,7 871,042,8 233,156,8 938,128,7 560,960,7 753,986,6 757,877,6 547,540,7 535,715,6 516,249,5 581,654,5 196,834,5 643,848,4

比年前 8.4 3.6 0.5 6.9- 6.9- 4.5- 3.1 9.3 5.7- 8.8- 2.8- 3.0- 9.01-

統計データ
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第10回基準化推進協議会［6月18日開催］

1.耐火クロススクリーン技術基準策定委員会
（ＴＣ-1）
・大臣認定の申請・認定に関する進捗状況報告。

・遮炎性能評価、遮煙性能評価について国土交通省及

び評価機関との進捗状況説明。

・間口拡大問題の方向性説明。

2.連動機構自主管理検討委員会（ＴＣ-2）
・旧ＢＣＪ既承認型式の移管手続きの終了：3団体計

で177件の申請があり移管が承認された。

・5/8第3回連動機構・装置等自主評定委員会で新型

式承認4件、型式変更1件が承認。

・7/10第4回連動機構・装置等自主評定委員会で新

型式承認4件が承認。

・ 自主評定マークの運用について説明。

3.窓シャッター技術基準作成委員会（ＴＣ-11）
・共同で策定を進めているサッシ協会からの変更要望

①開閉繰り返し回数について②開閉繰り返し試験後

の性能について…の経過・結果報告。

・技術基準の管理組織について、今後常設的な委員会

の設置が必要。

4.耐風圧ＷＧ
・「（仮称）シャッターの耐風圧強度計算指針」の作成

状況説明。

・先行しているＯＨＤの計算基準と整合をとるため、

ＯＨＤ委員会と情報交換を行い調整を図る。

5.エレベーター前防火設備委員会（ＴＣ-12）準備
ＷＧ
・「鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備」と

して大臣認定を取得。

・当協会の運用基準の作成を、サッシ協会と調整。

・本準備ＷＧを解散し、ＴＣ-12を「防火・防煙ドア

技術基準策定委員会（仮称）」に発展させ、設置。

6.エレベータ昇降路防火区画大臣認定の管理運用に
関する管理調整委員会
・管理運用に関する基準の作成をサッシ協会と共同

歩調で行うため、本管理調整委員会のメンバーが、

サッシ協会の遮煙性能防火戸プロジェクト委員会

に合流。

7．シャッター防犯対策研究会
・会員各社の防犯関連製品の情報収集

・ユーザー向け商品情報手引き書の発行（9月予定）

1. 第1回シートシャッター分科会
（5月28日開催）

・出席委員の現状認識と今後の見解について意見交換。

・意見総括と検討テーマについて小松会長より提案。

1）マーケットの拡大方法

2）マーケットの安定化を図る方法

3）シートシャッター関連の基準と法制化

2. 第3回ドア分科会（5月29日開催）

・シャッター防犯対策研究会にオブザーバーとして

参加。

・保守点検専門技術者制度に関し、防火ドア主体の基

準づくり。（基準協と共同）

・契約条件の適正化に関する検討。

・ドア統計資料作成に関する検討。

基準委員会

企画委員会

平成14年度・防火シャッター保守点検専門技術者資格

認定講習会（開催予定）

第36回　平成14年7月26日 東京地区

第37回　平成15年1月頃　　　中国・四国地区

認定講習会
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財団法人　日本建築防災協会
THE JAPAN BUILDING DISASTER PREVENTION ASSOCIATION

建築防災に関する幅広い調査・研究・普及活動を行っている財団法人　日本建

築防災協会を訪ね、高橋吉徳総務部長にお話を伺いました。

同協会は、特殊建築物等調査資格者講習事業や耐震診断・耐震改事業及び月刊

「建築防災」の発行等を行っています。

設立の背景と沿革を簡単に教えてください。
昭和46年から特殊建築物等調査資格者講習※を実

施しており、当時は当協会の前身のひとつ（社）日本

科学防火協会が主催していました。その後、同48年

に同協会を母体とした5団体が出捐し、（財）日本特殊

建築安全センターが設立されました。さらにその後、

昭和54年に、それまでの定期調査報告制度の講習な

どに加え、さらに幅広く建築防災全体を取り扱うとい

う主旨により、前身の組織を合併する形で（財）日本

建築防災協会が設立されました。

重点的なテーマと事業はどういうものです
か？
建築防災といっても幅広いわけですが、設立当初は

火災が中心でしたが、その後特に神戸の震災の後は地

震に関するものが大きな比重を占めています。最近は

浸水対策の関連も行っています。

事業としては「特殊建築物等調査資格者講習」はメ

インとして引き続き行っています。また、「建築物防災

技術評価」ということで、新しい技術について評価を

行っています。主に耐震改修の工法について、申請に

基づき評価事業を行っています。もう一つは「既存建

築物耐震診断・改修判定業務」として、設計事務所等

が行った診断結果や改修計画が妥当であるか等、これ

も依頼に基づいて判定します。さらに「耐震診断プロ

グラム評価」として耐震プログラムそのものが基準等

に正しく基づいたものか、またマニュアルが妥当なも

のであるか等の評価も行っています。

特殊建築物等調査資格者は全国で何人位い
るのですか？
累計で約3万人です。講習会は年に一度開催し、4日

間の講習と最終日に2時間の試験があります。1回の

受講者は最近は1,000名前後になります。ＪＳＤＡ

の会員会社の方にも有資格者が多数おられます。また、

1.2級建築士の方は、法律的には建物の定期調査はで

きるのですが、防災の最新技術や知識を習得するとい

う意味で、この資格を取られる方もたくさんおります。

今後、力を入れていかれる事業にはどのよ
うなものがありますか？
今年、立ち上げたものに「マンション健康診断技術

者」があります。これは、特殊建築物等調査資格者を

対象にして、主に鉄筋コンクリート系マンションの定

期調査を行い、マンション管理組合の維持管理をサポ

ートする制度です。特に防水、外壁の劣化等に対する

適時適切な修繕・補修には定期調査が有効だという主

旨から発足しています。今年3月に大阪、東京で講習

会を開催しましたが、双方とも200名の定員を超えま

して、もう一度実施しました。

マンションのストックが増える中で、こうした専門

家の養成には関心が高まっているようです。

有難うございました。

※特殊建築物等調査資格者
建築基準法第12条により、劇場、ホテル、事務所ビ

ル他、特定行政庁から指定された特殊建築物等の所有

者又は管理者は、定期に建築物の現状を調査技術者に

調査させて、都道府県、市・区等の特定行政庁に報告

することが義務づけられている。この調査技術者とし

て、1・2級建築士又は、国土交通大臣が定めている特

殊建築物等調査資格者がいる。

●概要
同協会は、上記の事業の他、「既存建築物耐震診断・

改修等推進全国ネットワーク委員会」「全国被災建築

物応急危険度判定協議会」「建築物防災推進協議会」

「防火材料等関係団体協議会」などの協議会の事務局

を運営しており、月刊「建築防災」の発行をはじめ、

建築の防災に関する数多くの刊行物を発行しています。

理事長　岡田　恒男氏

所在地　〒105-0001東京都港区虎ノ門2-3-20

虎ノ門YHKビル

ＴＥＬ　03－5512－6451

ＵＲＬ　http://www.kenchiku－bosai.or.jp
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■お知らせ
・会員各社の代表者および関係者に異動等がありましたら、協会所定の届け出用紙にご記入
の上、ご提出ください。

■ご案内
・会報への企業PR、製品紹介等の広告要項は、次のとおりです。
1/3ページ（縦8.5㎝×横17㎝）・モノクロ・写真可・金額：3万円
1/4ページ（縦6.5㎝×横17㎝）・モノクロ・写真可・金額：2万円
※広告のデザインは協会フォーマットをお使いいただくか、オリジナルの場合は版下かデー
タが必要となります。

東
京
・
旧
汐
留
操
車
場
跡
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
。

写

真

上：

左
か
ら
汐
留
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
電
通
本
社
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

汐
留
タ
ワ
ー
。

写
真
左
下：

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
本
社
棟
。

写
真
右
下：

汐
留
地
区
を
走
る
「
ゆ
り
か
も
め
」。

(

6
／
14
撮
影
）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


